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39倒 鍵覇翌司

20■ ■年 (平成23年)3月 4日 (金庭日)

ヨ 本 紙 濃 新 蔚

携
帯
通
話
範
囲

シ
ー
ト
で
拡
大

大
瀬
研
究
所
発
売

電
子
部
品
開
発
ベ
ン
チ

ャ
ー
の
大
瀬
研
究
所

（
石

川
県
白
山
市
）
は
、
携
帯

電
話
の
電
池
に
貼

っ
て
通

通
話
範
囲
を
広
げ
る
シ
ー

ト
を
賠
Ｐ
た
窮
帝
機
器
の

電
池
③
＝
金
沢
市
内
で

話
範
囲
を
広
げ
る
シ
ー
ト

「
電
波
〇
（デ
ン
パ
マ
ル
と

を
開
発
し
四
日
、
無
線
機

器
店
や
家
電
量
販
店
な
ど

で
発
売
す
る
。
価
格
は
オ

ー
プ
ン
で
ヽ
二
千
円
前
後

を
想
定
す
る
。

シ
ー
ト
は
厚
さ
○

・
二
が
で
、
ア
ル
ミ

と
備
長
炭
が
ノ
イ
ズ

を
低
減

…。
特
許
も
取

得
し
た
。
有
効
な
周

波
数
が
あ
り
、
ソ
フ

ト
バ
ン
ク
の
携
帯
電

話
は
全
国
で
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
ド
コ
モ
と
Ｋ
Ｄ
Ｄ

．■

（
一
■
）
で
は
局

地
的
に
機
能
。
通
話

範
囲
は
、
地
下
で
十

肝
程
度
、
地
上
で
数

百
肝
広
が
る
と
い
う
。

大
瀬
研
究
所
は
、
石
川

テ
レ
ビ
放
送
技
術
局
出
身

の
大
瀬
九

一
社
長
が
三
〇

〇
九
年
に
設
立
。

「電
波

〇
」
が
初
め

て
の
商
品

で
、
年
間
千
四
百
万
円
の

販
売
を
見
込
む
。
大
瀬
社

長
は

「
タ
ク
シ
ー
無
線
な

ど
業
務
用
機
器
に
も
応
用

す
る
」
と
話
し
た
。

す
る
。
電
池
パ
ッ
ク
の
裏

―
―
―
―
―
―
―
―
‐
　
一面
に
貼
る
こ
と
で
、
通
話

ケ

ー
タ

イ

の
電
波
　
一
ェ
リ
ァ
が
広
が
り
、
デ
ー

建
物
内
で
は
閲
肘
程
度
の

エ
リ
ア
改
善
が
見
込
め
る

と
い
う
。
特
許
を
取
得
済

み
で
、
無
線
機
専
門
店
の

中
部
特
機
産
業
金
沢
、
小

松
、
福
井
各
店
で
取
り
扱

う
ほ
か
、
卸
業
者
を
通
じ

て
全
国

へ
の
拡
販
を
狙

う
。
１
枚
２
千
円
。
初
年

度
売
上
高
は
１
４
０
０
万

円
を
見
込
む
。
３
日
、
大

瀬
九

一
社
長
が
金
沢
商
工

会
議
所
で
会
見
し
た
。
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ル
ミ
箔
を
微
細
な
カ
ー
ボ
ン

円
に
な
る
見
通
し
。
携
帯

ユ

て
家
電
量
販
店
な
ど
で
販
売
　
　
　
　
　
　
　
■
■
Ｈ
途
翻
靱
翻
臨
日
■
■
■

発
す
る
ノ
イ
ズ
電
波
が
減
る
　
　
　
　
　
第
１
弾
の
商
品
と
な
る
。

聞

も
円
滑
に
な
る
と

改
善

す

る

シ

大
瀬
研
究
所
一　
　
　
　
　
　
究
所
に
よ
る
と
、

は
備
長
炭
と
ア
ル

電
子
部
品
開
発

的
諦
劫
る 帯
（和

的
卵
守
郭
弗

一味
時
弗
鞠
味
却
庁
幸
争
孝


